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南の丘学園袋井南中学校長 中村 悟史 

 
２学期生徒・保護者アンケートから分かる袋井南中学校の現状について 

 
師走の候 日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、深く感謝申し上げます。 
さて、先日実施しました、生徒・保護者アンケートの集計及び分析を行いました。このアンケー
ト結果や教職員による自己評価、学校運営協議会による学校関係者評価を基にして、本校の教育活
動の改善に生かしていく所存です。 
つきましては、内容を御確認いただき、本校の教育活動の充実に向けて、皆様の御理解と御支援

をよろしくお願い申し上げます。 
 
１ 生徒・保護者アンケートの結果   

① 学校が楽しい   ⑥ 自信を持って生活している 

 Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期   Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期 

生徒 87(50)％ 91(50)％ 89(48)％  生徒  63(20)％ 65(21)％ 

保護者 87(30)％ 92(38)％ 85(34)％  保護者    
 
② みんなで何かするのは楽しい 

  
➆ 明るいあいさつをしている 

 Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期   Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期 

生徒 92(62)％ 95(64)％ 94(64)％  生徒 78(28)％ 88(42)％ 88(39)％ 

保護者 93(49)％ 95(46)％ 91(40)％  保護者 79(20)％ 78(20)％ 76(16)％ 
 
③ 授業に主体的に取り組んでいる 

  
⑧ 元気な返事をしている 

 Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期   Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期 

生徒 91(37)％ 93(39)％ 89(38)％  生徒 78(25)％ 84(29)％ 85(29)％ 

保護者 77(20)％ 85(23)％ 81(22)％  保護者 74(17)％ 75(15)％ 74(16)％ 
 
④ 授業がよくわかる 

  
⑨ 笑顔で生活することを心掛けている 

 Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期   Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期 

生徒 89(33)％ 90(35)％ 87(28)％  生徒 77(36)％ 80(38)％ 77(37)％ 

保護者 67(15)％ 74(17)％ 70(16)％  保護者 76(19)％ 83(22)％ 81(21)％ 
 
⑤ 自分から進んで行動したり挑戦したりしている。 

  

 Ｒ3 １学期 Ｒ４ １学期 Ｒ４ 2学期 

生徒  78(23)％ 70(23)％ 

保護者  79(23)％ 74(27)％ 

 
２ 生徒・保護者アンケート結果の分析 
前年度と比較して、１学期は全ての項目で大きく上昇しましたが、全体的に１学期の数値を下回
り、やや低調な結果となりました。その中で◎「自信を持って生活している」◎「元気な返事をし
ている」については１学期を上回り、本校生徒の課題である「たくましさ」に成長が見られました。 
一方で、▲「自分から進んで行動したり挑戦したりしている」について、課題が見られました。 
学習面では、▲「授業に主体的に取り組んでいる」▲「授業がよくわかる」は課題が見られまし
た。生徒の個別最適な学びを支援する授業改善に継続して取り組むと同時に、生徒が自分の課題を

基にして主体的に計画を立て、粘り強く家庭学習に取り組む姿勢を育む必要があります。 

※アンケートの数値は、肯定的な回答をし
た割合（％）を表しています。 
※（ ）内の数値は、特に「当てはまる」
と回答した割合（％）を表しています。 



３ 今後の本校の取組 

 (1) 各教科や道徳科、学活等で、共感的な姿勢で対話をする場面を設定することで、自分の抱え
ている悩みや課題と向き合い、安心感が得られる温かなコミュニケーション力を育みます。 

(2) 授業の見通しや意欲を高める導入の工夫、思考の質や対話の質を高めるための ICT活用、自
分の考えを表現する場面を意図的に設定する言語活動の充実、何を学んだのかを振り返る場
面の工夫を行うことで、学力を高め、生徒の分かったという実感を引き出します。 

(3) 生徒が主体的に学習計画を立てて実践する日記アプリを 3 学期に試行として導入すること
で、本校の課題の一つである主体的な学習習慣の定着と家庭学習時間の拡大を目指します。 

(4) 生徒会活動や学級活動、ユニット活動などを通じて、生徒自身が目的意識を持ち、学園の小
学生や高校生、地域の人と協働して、様々な活動に主体的に挑戦する姿勢を育みます。 

(5) 袋井市教育委員会や地域、保護者と協働して、生徒が集中して学び、安心して生活すること
ができる物的環境と人的環境の整備を行います。 

 

４ 保護者アンケートの主な御意見と学校からの回答 

№ 主な御意見 学校からの回答 

１ 〇参観会、ずっとありませんでした。普段
の様子や教室環境が見たかったです。 
〇9月の学校公開日が無くなって残念。コ

ロナ禍で仕方ないですが、来年以降は
参観がもう少しあれば嬉しいです。 
〇担任の先生と話す機会がないため、面
談時間を少し長くしてほしいです。 

●新型コロナ感染症の拡大状況を判断して、
参観会や学校行事を実施したり、職業体験
や学校公開日を中止したりしました。 

●12月には三者面談、2月24日(金)には参
観会が予定されています。 

●来年度は、可能な状況であれば、学校公開日
等の拡大を検討していきます。 

２ 〇月予定もコドモンで配信していただけ
るとありがたいです。 

〇コドモンでの学校からの連絡は、決ま
った時間に配信していただくなど工夫
してくださるとありがたいです。 
〇コドモンで、体温の訂正ができるよう
になってほしいです。 
〇学校だよりなど携帯で見ることになり

小さくて見えないことがあります。 

●月予定は、12月から配信対応しました。 
●学校からの配信は、各担当から配信してい

るので、複数になる場合があります。配信の
タイミングは今後検討します。 

●コドモンの機能は、企業にリクエストして
ください。学校では機能変更できません。 

●携帯で見ることを意識して、お便りの文字
を 12ｐくらいに大きくして作るよう工夫

していきます。 

３ 〇生徒会本部に出された意見を参考に、
子供が希望する校則も、少しでも取り
入れていれていけたらと思います。 
〇体育大会の種目について、子供たちの
意見を聞きながら、楽しめるように。 

●校則については、毎月1回、校則検討プロ
ジェクトを立ち上げ、生徒会が中心となっ
て校則やルールを検討しています。 

●体育大会も生徒たちが、定期的に集まり、来
年度の内容を検討しています。 

４ 〇数年かけて徐々に部活動を地域の活動
に移行するということですが、どのよ
うな展望で部活動の形が変わってゆく
のか、今は移行期間のどの段階である
のか、もっとはっきりと見えるように
してもらえたらと思います。 

●部活動について、袋井市でも検討中です。以
下の内容が、本校の来年度の方向性です。 

・休日に単独で指導できる外部指導者の拡大 
・教職員の勤務時間内での活動時間に変更 
・生徒数の大幅な減少はないため、現状の部活
動の数を維持  

・この他にも、トイレや更衣室、お弁当の連絡等について御意見がありました。いただいた 
御意見は、関係する分掌で検討して、今後の教育活動の参考にします。 

 
担当 教務主任（髙橋） 
電話 ４２－３１６１ 


